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論文内容要旨
 組合せ位相幾何学の基本的問題の1つに「与えられた空間が三角形分割可能か判定せよ」とい
 う問題がある。微分可能多様性はCaims,W紘eheadにより,解析空間はLolasiewiczにより
 三角形分割可能なことが証明されている。従ってそれらは組合せ位相幾何の対象と見倣すこと
 が出来る。Kirby,SiebenmanによりPL一多様体の構造を持たない位相多様体の例が見付けられ
 た。一方Edwardsによりホモロジー3次元球面の二重懸垂が5次元球面と同相なことが示さ
 れた。その結果としてPL一多様体でない三角形分割された位相多様体の存在がわかった。そこで
 「位相多様体がPL一多様体の構造とは限らない三角形分割可能か」という問題が考えられる。三
 角形分割された位相多様体はホモロジー多様体であることに注意するならばホモロジー多様体
 の研究がこの問題の研究に役立つと考えられる。ホモロジー多様体とは一般には特異点をもつ
 がホモロジー的特異点はもたない空間である。第美章では微分可能多様体あるいはPし多様体
 に対して成り立ついくつかの基本的なことがホモロジー多様体に対しても成り立つことを示
 す。第2章ではオイラー空間に定義されるスティフェルーホイットニーホモロジ一類の性質を
 調べる。オイラー空間とはホモロジー的特異点を持ち得る空聞である。Sα11ivanにより解析空
 間はオイラー空間であることが示された。このことにより解析空間にスティフェルーホイット
 二一ホモロジー類が定義されることがわかる。微分可能多様体のスティフェノいホイット二一ホ
 モロジーは,スティフエルーホイットニー類のポアンカレ双対元であることがStle慰により予
 想されC難eeger,Halperin,Toledoにより証明された。後にBlaRto簸,Sc鼓we董tzer,McCroryに
 よりベクトル空間の分類空間の性質を使って公理的方法で別証明が与えられた。
 第玉章では初めに,NGvikovBrowder等による手術の手法に関する定理の類似が単連結ホ
 モロジー多様体に対して成り立つことを示す(定理i)。以後定理の番号は序文の巾の番号と合
 わせる。証明は球面のホモロジー多様体への埋込みの可能性を調べることとMa癒n,松本嘉生,
 松本幸夫らにより調べられたホモロジーコボルディズムハンドルとPLブロックハンドルの差
 の計算を使うことによって与えられる。Ma囎derによって単連結を仮定しない場合に拡張され
 た。
 Martinはホモロジー多様体のコボルディズムを調べるためにホモロジー多様体の横断定理
 を証明した。その横断定理ではホモロジー多様体に埋込まれた部分多様体の一方をPL一多様体
 と仮定した。その部分多様体がホモロジー多様体でよいことを示した(定理2〉。
 Novikovは有理ポントリャーギン類が微分多様体,PL一多様体で位相不変なことを示し,有
 理ホモロジー多様体でもそれが成り立つかという問題を出した。その問題に対してホモロジー
 多様体の場合には成り立つことを示した(定理3)。
 位相多様体の三角形分割の問題はGa里ewsk至,Stem,松本秦生によりホモロジー多様体の手
 術の手法等を使って3次元ホモロジー球面の問題に帰着された。
 第2章では初めにC難eeger遭aまperin-Toledoの定理をZ2・ホモロジー多様体の場合に拡張し
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 た次の定理を証関する。
 定理4.XをZ2・ホモロジー多様体とすると[X]∩w*(X)ニs*(X)が成りたつ。但しw*(X).
 はスティフエルーホイットニー類,s*(X)はスティフェルーホイットニーホモロジ一類を表わ
 す。
 TaylorはQuinnの分類空間を使い,Blanton-Schweitzerの方法で境界のないZ2・ホモロ
 ジー多様体に対し定理4を証明した。我々の証開ではQuimの分類空聞を使わず,mod2オイ
 ラー空間のボルディズム群と微分多様体のボルディズム群と横断定理を使う。それ故にk正則
 空間に定理4は拡張することが出来る(定理5)。
 Blaato資Sc鼓weltzerはCheeger-Halperin-Toledoの定理を証明した論文の中でスティフェ
 ルーホイット二一ホモロジ一類をオイラー空聞等のカテゴリーで公理的特徴づけを与えよとい
 う問題を出した。この問題のmod2オイラー空間に対しての解を与える(定理6)。この証明は
 定理4で使う方法を見直すことによって与えられる。
 Cheeger-Halperln-Toledoの定理あるいは定理4より微分可能多様体PL一多様体,Z2・ホモロ
 ジー多様体ではスティフェルーホイットニーホモロジ一類はホモトピー不変であることがわか
 る。しかし一般にはオイラー空間ではホモトピー不変でない。我々はオイラー空間に与えられ
 たホモロジ一群の元をスティフェルーホイットニ～ホモロジ一類にもつオイラー空間をホモト
 ピー同値なもので構成することが出来ることを示す(定理7,定理8)。
 この証明は初等的なオイラー空間の変形によって示される。その副産物としてFulton一
 嫉&cP挽rso簸の本の中で述べられている登撮麗rin予想の反例が構成することが出来る。
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 論文審査の結果の要旨
 多様体の位相的性質を研究するために,その組合せ的構造を抽象化したものとして“ホモロ
 ジー多様体",“オイラー空聞"等の概念が導入されている。松井明徳提出の論文はこのような
 空間に関するいくつかの基本的性質を解明したものである。
 第一章では可微分多様体に関して重要な多様体の手術(surgery)の理論,横断性定理等がホ
 モロジー多様体の場合に拡張され,その応用としてこの場合のノビコフ予想の解決,すなわち
 有理ポントリャーギン類の位相不変性が示されている。
 第二章ではホモロジー多様体を更に拡張した(z2・)オイラー空間に対しシュティフェル・ホ
 イットニー類を定義し,その双対性に関するチーガー・ハルペリン・トレド(Cheeger-Halperin-
 Toledo)の定理を可微分多様体から最も一般な(Z、・)オイラー空間の場合に在来と異なる新し
 い方法で拡張している。また可微分多様体の場合と異なり,この類がホモトピー不変ではない
 ことを反例によって示している。
 一般にホモロジー多様体は特異点をもち,また解析空間がオイラー空間になることも知られ
 ているのセ,これらの空間は解析的にも意義があるものと思われる。
 このように松井氏の論文は多様体の位相的,解析的研究に重要な貢献をするもので,同氏が
 独立した研究者として十分な学識と能力をもつことを示している。よって理学博士の学位論文
 として合格と認める。
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